





　今日、キューバには久しぶりに熱い目が注がれている。2014 年 12 月 17 日にオバマ大統領
がキューバとの関係改善を発表して以来、両国関係の正常化交渉が進展し、両国間の国交回復
が翌年の 7 月 20 日に実現した。そして、2016 年 3 月にはオバマ大統領がキューバを訪問した。
















　キューバは 1898 年 12 月 10 日のスペインからの独立以降も事実上、米国の保護国として半













































　第 1 章　キューバ革命の背景／第 2 章　フィデルの大学時代／第 3 章　モンカダ兵営攻撃／
第 4 章　モンカディスタ裁判とフィデルのメキシコ亡命／第 5 章　ゲリラ戦の開始／第 6 章　
グランマ号からの上陸／第 7 章　1957 年 2 月全国指導部会議／第 8 章　マイアミ協定／第 9







































えられる点が多かった。1957 年 7 月 30 日、ジャノの指導者フランクがバティスタ政府の手先
に暗殺された。そして、シエラとの合意をえないまま実施された 9 月 5 日の蜂起は失敗し、軍













































































襲撃からシエラ ･ マエストラへ／第 2 章　革命勝利から社会主義宣言へ／第 3 章　キューバ風
共産主義／第 4 章　「ソ連化の時代」／第 5 章　「社会主義」を見直す／第 6 章　ソ連解体の衝
撃─「革命」の生き残りをかけて／第 7 章　「覚悟の決断」へ─〝経済発展なくして「革命」





















































　社会主義圏の崩壊が予測された 1991 年の第 4 回共産党大会で、カストロは「生き残り」の
ために新自由主義を取ることを拒否した。国民生活を守りながら経済危機を克服する基本方針



































































































である。萱野の場合、ハンナ ･ アーレントやミシェル・フーコー、ニコラス ･ ルーマン、ドゥ


















































　たしかに、ホ ・ーチ・ミンやカストロは 20 世紀の偉大な指導者であった。だが、21 世紀には、
偉大な指導者や「英雄」が世界を変える時代ではない。新自由主義型グローバル化に抗して、
「重層的ガヴァナンス構築」に向けた、連帯する「抵抗のグローバル・サウス」の発展が要求
されるであろう。
　最後に、『革命』と『現代史』の 2 著書から多くのことを学んだ。勝手な想像力と思いを拡
げすぎて書評の範囲をこえた感があるが、歴史のダイナミズムやそこにおける主体性の重要性
を再確認できた。
（2017/04/14 脱稿）
（松下　冽，立命館大学国際関係学部教授）
